
令和 7年度 共同生活事業所「じゃんぷ」地域連携推進会議 議事録 

 

日時 令和 7年 11月 7日（金）15：00～16：00 

場所 松風園 会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 （岩手県社会福祉事業団 事務局次長） 

 

３ 出席者紹介 

所 属 職 名 等 

じゃんぷ利用者 利用者代表 

利用者家族等 家族等代表 

県南広域振興局保健福祉環境部 

花巻保健福祉環境センター 
管理福祉課長 

花巻市福祉部 障がい福祉課長 

岩手県社会福祉事業団 事務局次長 

松風園 園長 

  〃 副園長 

 共同生活事業所「じゃんぷ」 所長 

  〃 副所長 

 岩手県社会福祉事業団事務局 業務推進課 主任 

 

４ 事業説明 

（１） 地域連携推進会議について（副園長から説明） 

 

（２）共同生活事業所「じゃんぷ」の取組について（所長から説明） 

 

（３）苦情解決事業の取組について（所長から説明） 

 

５ 意見交換 

  ※座長が順番に各委員を指名し、意見や感想をいただいた。 

 

 （利用者代表委員） 

   就職するために実習を頑張っている。 

  →（副園長） 

     ご本人はグループホームを利用しながら、松風園の就労移行支援も利用され 

ており、現在一般就労に向けた最終の職場実習に取り組まれている。 

 

 （家族等代表委員） 

   新しいホームが増えたが、その分家賃が高くなっており、障害年金２級かつ一般 

就労もされていないような利用者はホームの利用が厳しくなっていると思う。家賃 

が安価なホームの設置は予定されているのか。 

   また、スマートフォンのトラブルが多いとのことであったが、職員はどのような 

タイミングで気づくのか。 

  →（所長） 

     まずはスマートフォンについて、通帳確認時、利用料金が高額の場合は利用 

者から話を聞いている。スマートフォンは個人の所有物であり、実際にデータ 

等を確認できないため、対策が難しい。 

金額的にゲームへの課金が多く、知らないうちに課金をしてしまい、お金が

かかると分かっていても止められないケースもある。利用料金が 10 万円を超

える方もいるので、そのような場合は、利用者と面談し使用方法を改めてもら



うようにしている。 

     また、家賃が安価な家賃のホームについては、現在は予定していない。エア

コンの設置や被災想定区域外への移転を考えると、どうしても高めの家賃設定

となる。 

  →（副園長） 

     グループホームは賃貸で運営している。大家からも物価高騰に係る利用料金 

の見直しの申し出があったが、入居者の生活状況等を説明し、現状の家賃維持

にご理解をいただいている。 

 （花巻市委員） 

   グループホームの運営について、感謝申し上げる。花巻市では 8050(ハチマルゴ

ウマル)問題について懸念しており、親の支援が無くなった場合、どのように支援

をしていくかを検討中である。 

市内の他事業所のグループホームに体験の場を設定いただくように依頼してい

るが、低調気味である。そのような中、グループホームで地域交流や金銭管理、生

活の場を支えていただけてありがたく感じている。 

市内にグループホームが増えてきており、障害者総合支援法への認知度も高まっ

てきていることから、今後はより一層グループホームへのニーズは増えていくと思

われる。 

継続的に安定した運営をお願いしたい。 

  

 （県花巻保健福祉環境センター委員） 

   ニーズに沿ってグループホームを増やしてきた経緯を伺った。人材確保について、 

なかなか効果的な取組はないと思うが、よろしくお願いしたい。 

  →（所長） 

     人材確保にはかなり苦労している。世話人を募集しても見つからない状況で

ある。 

  →（副園長） 

     ハローワークだけでなく、シルバー人材センターにも問い合わせたが、そも 

そもセンター自体に人材がいないとのことであった。 

職員の横の繋がりで、ようやく１名を雇用できたところである。今後、地区 

の区長にも相談したいと考えている。 

 

６ その他 

 

７ じゃんぷ所長より挨拶 
 

８ 事業所見学 

らんホーム、ひまわりホームについて、副所長から説明。【参加者２人】 

 

 ○見学中の委員からの質問等 

 （花巻市委員） 

   自立生活援助対象の利用者はホームにはいないのか。 

  →（副所長） 

     地域のアパートに住んでいる。 

     グループホームからサテライトホームで２年、その後本人自身でアパートを

見つけて契約する流れである。 

男子利用者はサテライトホームを希望しない傾向が強く、昨年ようやく１名

の方が利用となり、利用してみたらよかったとの声があった。 

   

 

 

 （花巻市委員） 

   花巻市内まで通勤する方もいるのか。 



  →（副園長） 

     バスが減便となり、通勤が難しくなっているケースが増えている。早朝にホ 

ームを出発、もしくは勤務時間を短くする場合もある。電車利用の場合、冬季 

は数 km 先の駅まで徒歩で向かうため、体力だけでなくメンタルの面も懸念さ

れる。 

いずれ通勤ができなくなる状況も考えられ、送迎がある職場が理想的だが、

利用者に免許を取得するように提案する企業もある。公共交通機関の維持につ

いて、花巻市にもご協力いただきたい。 

 

９ 閉 会(解散) 


